
第４章 命の水を守る水道局の取組（公的ガバナンスの強化）

 「PFI管路更新事業」で創出した人員の再配置により、命の水を守る各部門（浄水、水質、
災害・リスク管理）の公的ガバナンス⼒、マネジメント⼒、技術⼒を強化し、市⺠の安⼼安
全と広域連携に寄与する水道局の基盤強化方策を示す

4-1全体像
4-2命の水を守る取組の具体策
4-3①ＩＳＯ22000水安全マネジメントシステムの運用
4-4②総合⽔運⽤センターの設⽴
4-5③水質試験所のリノベーション
4-6④ＰＦＩ事業モニタリング統括部署の設置

第４章 第５章第２章 第３章第１章
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4-1 全体像 第４章

品質管理（ISO22000）

浄⽔場の運転管理

公の組織（水道事業者）

⺠の組織（管路更新会社）

水道事業者の目標・方針に
基づき、⺠間原理を最⼤限活
⽤し、健全かつ合理的・発展
的に管路更新事業を推進

「PFI管路更新事業」（経
営・計画・設計・施工）及び
実施契約に基づく当該事業に
よる他都市水道への貢献

施設所有、政策形成、目標・方
針・⽔道料⾦の決定、他都市⽀援、
協議会を通じた広域化対応、PFI
管路更新事業のモニタリング

管路更新会社と適切に役割分担
しつつ、市⺠の安⼼安全を担う⽔道
事業の使命を果たし、大規模水道
事業体として水道広域化に貢献

【担当業務】

【担当業務】

【役 割】

【役 割】

創
出
し
た
人
的
資
源
の
再
配
置

⽔質管理

PFI事業モニタリング統括部署の設置

導・送⽔管⼯事、夢洲等新規路線の布設

実施契約に基づく⺠間事業者への派遣

広域連携 • 広域連携等推進協議会
• 他都市水道への技術支援

• 水質試験所のリノベーション

• 浄⽔処理
• 配水管工事（保全を含む）

• 総合⽔運⽤センター設⽴

（管路更新に伴う配⽔管内の⽔量・⽔圧管理）

（管路更新に伴う配⽔管内⽔質管理）

（ISO22000による管路更新業務の品質管理）
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第４章4-2-1 命の水を守る取組の具体策

ISO22000水安全マネジメントシステムの運用[①]

総合⽔運⽤センターの設⽴[②]

水質試験所のリノベーション[③]

PFI事業モニタリング統括部署の設置[④]

セルフモニタリング体制確⽴による⽔安全・業務品質の確保

原水から給配水過程までのリアルタイム監視の強化

⾼精度モニタリングによる⽔道⽔質リスク管理の強化

重要管理ポイントに基づく⼯事品質の確保・管路耐震化の促進

• 浄⽔処理
• 配⽔管⼯事（維持管理・保全を含む）
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第４章4-2-2 命の水を守る取組の具体策（施策①・②・③・④による体系）

③ ⽔質試験所のリノベーションによる⽔道トータルシステムの⾼精度モニタリング
（公による⽔質管理の徹底）

PLAN
リスクレベルに応じた未然防止と
マネジメントシステムの構築

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
く
業
務

運
用
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施

DO

CHECK
トップ、内部組織、審査機関による

有効性の検証

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
内
外
検
証

結
果
に
基
づ
く
改
善
の
実
行

ACT
① ISO22000水安全マネジメントシステムの運用

（公による【浄⽔処理の徹底／配⽔管⼯事品質管理／配⽔管の維持管理】）

② 柴島浄水場・総合水運用
センターによる常時監視

④ 事業モニタリング統括部署
（施工モニタリングの強化）

水源 浄配水場の
運転管理 配水管 給水装置

お客さま対応浄⽔処理
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4-3-1 ①ISO22000水安全マネジメントシステムの運用（概要）

 2008年度に⾷品安全管理の国際規格であるISO22000を認証取得
 ISO22000のマネジメントシステムを活用し、水源からお客さまの蛇口までの全てのプロセスで、水の安
全、業務品質を確保

 全ての水道プロセスに対しHACCPに基づきハザード分析を実施し、リスクレベルに応じた管理
⼿段、管理レベルを決定

 決定した管理⼿段に基づき、業務を手順書、マニュアルにて文書化（暗黙知から形式知へ）

食品安全を確保する仕組み（HACCP※）

 局職員による内部監査、認証機関による外部審査、トップマネジメントからのレビューを実施し、
水安全への有効性を検証

 指摘や課題に対し、修正・是正を実施し、各手順書やマニュアルの改訂を継続的に実施

ISOのマネジメントシステム（PDCA）

ISO22000（HACCP＋PDCA）に基づく水安全への取組

※⾷品の衛⽣管理システムの国際標準（NASAが宇宙食の安全性確保のため構築）

第４章
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4-3-2 ①ISO22000⽔安全マネジメントシステムの運⽤（局職員による品質管理の徹底）

※内部監査の実施は、局職員の⼒量を確保するため、資格制
度を設け、⽔安全や業務品質への教育訓練も兼ねて、認証
部署の係⻑、課⻑代理に取得を義務付け（2018.12現
在︓167名）

ISO22000内部監査員※（局職員によるセルフモニタリング）による水安全の有効性検証

◆ HACCPシステムに基づく⽔安全の確保（各プロセスにおいて重要度に応じた管理を局職員が実施 ※︓重要管理ポイント）

第４章
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第４章4-4-1 ②総合⽔運⽤センターの設⽴（リアルタイムによる集中遠隔監視）

 各浄⽔場内に分散していた運転管理業務を総合⽔運⽤センターに統合
 総合水運用センターから3浄水場、18配⽔機場を集中管理
 総合⽔運⽤センターの設⽴及び⽔質管理体制のリノベーションにより⽔量、⽔圧、⽔質を⼀元管理
 管路の⽔質監視を定時監視からリアルタイム監視に強化

現 状

柴島
浄水場
柴島
浄水場

浄配⽔管理浄配⽔管理

豊野
浄水場
豊野
浄水場

庭窪
浄水場
庭窪
浄水場

状況把握

⽔量検討⽔量検討

検討依頼

⽔量応援の実施

総合⽔運⽤センター設⽴後

総合水運用
センター
総合水運用
センター

対応策検討
（⽔量・⽔圧・⽔質検討）

状況把握

連絡

応援依頼 応援案決定
応援案決定

⽔質管理⽔質管理

調査依頼

処理対応
案検討調整

調査依頼

処理対応
案検討

処理対応
案検討

本所本所 分室分室

水質調査

現況の
水質情報
集約

窓口
処理対応
案検討

状況把握

⽔量応援の実施

合意 合意合意

水質調査
分室で
対応不可
のもの

了解

濁り対応準備依頼
（市内排水）

濁り対応準備依頼
（市内排水）

了解

水圧検討

管路管理管路管理 浄水部門浄水部門 管路管理管路管理⽔質管理⽔質管理

リノベーション後リノベーション後
管路⽔質事故発⽣

管路で⽔質事故が発⽣した時の対応の迅速化（リアルタイムによる遠隔監視化）

総合⽔運⽤センター設⽴と⽔質管理体制リノベーションの
シナジー効果により事故対応の迅速化を実現

総合⽔運⽤センター設⽴と⽔質管理体制リノベーションの
シナジー効果により事故対応の迅速化を実現

内部調整 内部調整 内部調整 内部調整

管路⽔質事故発⽣

連絡
状況把握

調整

配水
場
配水
場

水質調査
調
整

調
整

遠隔監視
リアルタイムリアルタイム
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総合⽔運⽤センター設⽴に伴う運転管理業務の再編と職員数

第４章4-4-2 ②総合⽔運⽤センターの設⽴（技術の集約化）

 総合⽔運⽤センターの設⽴に伴う技術集約化により、運転管理に従事する局職員を少数精鋭化
 判断・指示を⾏う局職員と監視・操作を⾏う局職員を同⼀にすることで即時に対応⽅針を⽴案し実⾏
可能な体制とし、危機対応能⼒を強化

 総合⽔運⽤センターの設⽴に合わせ、運転管理に必要なナレッジマネジメントを構築

合計 174人

合計 114人

（人）

巡視点検

41人

49人

49人巡視点検65人

24人

60人削減
（退職者不補充）

現場部門の
技術集約化
現場部門の
技術集約化

運転管理に必要なナレッジマネジメントの構築運転管理に必要なナレッジマネジメントの構築判断・指示

計画
○浄配⽔管理に関する技術的知識、経験、
コツを総合水運用センターに集約する
○ISO22000を用いたマニュアルの整備、教育
訓練の実施、ナレッジの持続的向上
○ICT機器（ウェアラブル端末、タブレット端
末）を用いて属人的な暗黙知を映像化し、
リアルタイム共有やアーカイブ化に活用

監視・操作

判断・指示
監視・操作

計画

総合水運用センター

60人

⽔づくりの要である浄配⽔場の運転管理における公的ガバナンスを強化する⽔づくりの要である浄配⽔場の運転管理における公的ガバナンスを強化する
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大阪市における主要水質測定機器の設置台数 災害発⽣に伴う臨時⽔質検査実施状況

年度 1975 1993 2017

台数 19 36 47

⽔質汚染事故により被害を受けた⽔道事業体数の経年変化
（出典︓厚⽣労働省HP）水質基準等の項目数の推移

1993年度以降
大幅に増加

2012年度
以降増加傾向

災害名称
（検査実施都市）

阪神大震災
(1995.1)
（神⼾市）

熊本地震
(2016.4)
（熊本市）

臨時検査実施件数 最大688検体／月 2,300検体／2か月

4-5-1 ③水質試験所のリノベーション（⽔道⽔質管理を巡る現状・課題） 第４章

 ⽔道⽔質基準改訂に伴う測定項⽬数の増加と、新たな検査⽅法に対応するための⾼精度機器による
分析の導入

 求められる⽔質異常発⽣時の対応迅速化等、⽔道⽔質リスク管理の強化と、地震等災害発⽣時の
迅速かつ継続的な水質検査の実施
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4-5-2 ③水質試験所のリノベーション（次世代型⽔質管理体制の構築）

 最新の分析技術に対応した環境整備、災害時の検査継続、広域的な技術支援ができるよう、陳腐
化しつつある現在の水質試験所（柴島本所）を全面的に建替え

 次世代型の⽔質管理体制の構築に向けた機能刷新に向け、３浄⽔場に分散配置している局職員を
集約し、水源から給水栓までの全てのプロセスを一元的に監視

水
質
管
理
体
制

施
設

現状（分散配置）

・分析機器の増加、施設経年化に伴う分析環境の悪化
・水防法改正に伴う新たな浸水被害想定への対応が困難

柴島本所を移転建替（2023年度完成予定）

リノベーション後（集約化）

柴島浄水場
処理過程⽔質試験

市内給水栓水質検査

配水管工事後通水
試験（委託）

お客さま依頼水質試験

⽔質異常対応

庭窪浄水場
処理過程⽔質試験

水源水質監視

豊野浄水場
処理過程⽔質試験

柴島浄水場
連携

※職員数は技術職員数

◆⽔源〜給⽔栓までの全プロセスを⼀元的に監視
◆測定技術の継承、⾼度化を図りつつ基準改正に
対応
◆集約化した⼈的資源を柔軟活⽤し、⽔質異常
対応を迅速化
◆浄⽔場と連携した浄⽔・⽔質管理技術の研鑽

浄⽔・⽔質管理
調査研究

柴島本所 職員:25名 職員:9名 職員:５名

庭窪浄水場 豊野浄水場
連携 連携

３浄水場
処理過程⽔質試験
市内給水栓
水質検査

配水管工事後
通水試験（直営）

⽔質異常対応
浄⽔・⽔質管理
調査研究

柴島本所 水質試験所全職員

柴島浄水場（総合水運用センター）
連携

・最新技術に対応した分析環境の⾼度化
・震災・浸水対策の実施による施設強靭化

お客さま依頼水質試験
水源水質監視

庭窪分室 豊野分室
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第４章4-6-1 ④PFI事業モニタリング統括部署の設置（取組強化の現状）

66

現場巡視 着手前届 掘削作業

①埋設物調査 ②管布設 ③接合替え ④管撤去

埋戻作業 道路⼀次復旧 道路⼆次復旧管工事道路占⽤
①埋設物調査

or
②管布設
or

③接合替え
or

④管撤去

 ISO22000の重要管理点を踏まえた施⼯管理の教育・訓練（OFF-JT）
（関係法令、共通仕様書、監督員研修テキスト等に関する知識向上）

 実際の工事監督（OJT）を通じた施⼯計画・断⽔計画の⽴案、施⼯現場の確認、
業者指導⼒、対応⼒等の向上

 その他、各種工法の実地研修等

各種申請
許可手続き 施工協議 地元調整 工事施工 水質検査 工事完成

配水管工事（施工モニタリング）（P.47参照）

ISO22000マネジメントシステムに基づく重要管理点の施⼯監理

監
督
員
の
経
験
知
・

技
術
力
の
維
持
・
養
成

ICT活用
（予定）

＋

・管路の適正施⼯

・道路の安全性確保・廃棄物の適正管理

【各工事】

【内部監査】
DO

ACT
PLAN

CHECK

市水道局

工事監督

工事業者

 ISO22000マネジメントシステムを活⽤した、重要管理点を主体とする施⼯監理を実施することに加
え、今後、ＩＣＴを活⽤（予定）し、より効率的かつ実効性を⾼めた施⼯監理体制を構築



第４章4-6-2 ④PFI事業モニタリング統括部署の設置（施工モニタリングの強化） 67

 ⼀部路線の
 直営監督
・新設
・送水管
・開発地域等

各種申請
許可手続き 施工協議 地元調整 工事施工 水質検査 工事完成

配⽔管⼯事（官⺠連携後の施⼯モニタリング）（P.45~47参照）

タブレット・ス
マートフォン
で作業状況
を撮影

工事業者

・画像で現場の状況を確認
・電話等で迅速に指示・指導
・日々の進捗を管理

・きめ細かなアドバイス

クラウド
サービス

⺠間事業者
遠隔モニタリング

現場モニタリング

遠隔監視

現場監視

インターネット

工事監督

・抜き打ち
・定期的

局開発ICTの活用等

モニタリング結果
による指導

市水道局

書類検査

官⺠連携の仕組みISO22000マネジメントシステムに準じた重要管理点の施⼯監理

・重要管理点の
現場⽴会
・現場の定期・抜
き打ち巡視

⺠間事業者の
撤退等への
対応

【内部監査】
【各工事】

【外部監査】
DO

ACT
PLAN

CHECK
DO

ACT
PLAN

CHECK

モニタリング
部署(新設)

 ⺠間事業者は、⼤阪市と同等以上の施⼯監理体制の構築、セルフモニタリングを事業計画書に提案
 ⼤阪市は、配⽔管⼯事をモニタリングする専⾨部署を設置し、現場監視・⽴会、遠隔監視を通じて、⺠
間事業者による適正な施⼯監理状況を確認

 また、局職員は、配⽔管の新設⼯事業務への従事、⺠間事業者や他都市等への派遣を通じて技術
⼒向上を図るとともに、⺠間事業者の撤退等、不測の事態が⽣じた際の直営⼒を確保

工事現場


